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２０２4年（令和６年）
１月10日（水曜日発行）

第350号
3万3000円（税込）

2024年主なＦＡ関連展示会（海外）
展示会名 会場

3月4日〜 SPS広州 中国・広州

4月22日〜 ハノーバーメッセ ドイツ・ハノーバー

5月6日〜 AUTOMATE アメリカ・シカゴ

6月24日〜 automatica ドイツ・ミュンヘン

7月3日〜 AMTS 中国・上海

9月9日〜 IMTS アメリカ・シカゴ

9月24日〜 CIIF 中国国際工業博覧会 中国・上海

11月12日〜 SPS ドイツ・ニュルンベルク

Ｄ
Ｘ

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

就業者数 1053万人

（総務省統計局 労働力調査2023年10月）

事業所数 22万2770事業所

（経済産業省 経済構造実態調査2022年）

製造品出荷額 415兆7489億円

（経済産業省 経済構造実態調査2022年）

付加価値額 81兆327億円

（経済産業省 経済構造実態調査2022年）

輸出額 98兆1736億円

（財務省　貿易統計）

工場立地件数・面積 922件・1280ha

（経済産業省 工場立地動向調査）

労働災害発生件数（死傷災害）� 2万2525人

（厚生労働省 労働災害発生状況（速報））

就
業
者
・
事
業
所
は
減
少

自
動
化
・
効
率
化
で
さ
ら
な
る
成
長
へ

2024年 数字で見る日本製造業の現在地

　
日
本
の
製
造
業
は
ど
れ
く
ら
い
の
規
模
で
、
成
長

し
て
い
る
の
か
ど
う
な
の
か
。
「
数
字
で
見
る
日
本

の
製
造
業
の
現
在
地
」
と
し
て
、
日
本
の
製
造
業
人

口
、
出
荷
金
額
な
ど
日
本
の
製
造
業
の
規
模
を
示
す

基
本
デ
ー
タ
と
そ
の
全
体
傾
向
を
ま
と
め
た
。

　
日
本
の
製
造
業
で
働
く
人

の
数
を
表
す
「
就
業
者
」

は
、
２
０
２
３
年
10
月
末
時

点
で
１
０
５
３
万
人
。
全
就

業
者
数
６
７
７
１
万
人
の
15

・
５
％
を
占
め
て
い
る
。
ピ

ー
ク
は
93
年
の
１
５
６
９
万

人
で
、
近
年
は
増
減
は
あ
る

が
、
全
体
と
し
て
緩
や
か
に

減
少
し
て
い
る
。
全
国
に
あ

る
製
造
業
の
事
業
所
を
示
す

「
事
業
所
数
」
は
22
万
２
７

７
０
カ
所
。
メ
ー
カ
ー
が
製

造
し
て
出
荷
し
た
金
額
「
製

造
品
出
荷
額
」
は
、
21
年
は

４
１
５
兆
７
４
８
８
億
円
。

　
さ
ら
に
、
日
本
で
製
造
し

た
も
の
を
海
外
に
出
荷
し
た

金
額
「
輸
出
額
」
は
、
22
年

は
98
兆
１
７
３
６
億
円
（
食

料
品
や
原
料
品
も
含
む
）
。

前
年
に
83
兆
円
か
ら
11
・
６

%
の
増
加
と
な
り
、
年
々
右

肩
上
が
り
の
傾
向
に
あ
る
。

　
総
じ
て
、
日
本
の
製
造
業

で
働
く
人
の
数
、
事
業
所
数

の
数
は
年
々
減
少
傾
向
に
あ

る
一
方
、
出
荷
額
や
輸
出
額

は
微
増
を
続
け
て
い
る
。
新

興
国
と
比
較
す
る
と
成
長
率

で
は
見
劣
り
し
、
停
滞
し
て

い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
現

実
の
日
本
の
製
造
業
は
、
労

働
人
口
が
減
っ
て
い
く
中
で

自
動
化
・
効
率
化
を
進
め
、

売
り
上
げ
・
利
益
を
増
や

し
、
輸
出
の
拡
大
に
よ
っ
て

縮
小
す
る
国
内
市
場
か
ら
海

外
市
場
へ
の
シ
フ
ト
を
進
め

て
い
る
。
市
場
の
動
き
も
個

々
の
企
業
も
こ
の
流
れ
に
沿

っ
て
動
い
て
お
り
、
よ
り
こ

れ
を
強
固
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
と
さ
れ
る
。

　
展
示
会
で
は
新
技
術
や
新
製

品
を
見
て
、
そ
れ
ら
の
専
門
家

と
直
接
、
話
が
で
き
る
。
し
か

も
１
カ
所
に
そ
れ
が
何
十
社
、

何
百
社
と
集
ま
っ
て
い
て
、
短

時
間
で
何
度
も
最
高
の
技
術
体

験
が
で
き
る
場
で
あ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
多
く
の

人
が
そ
の
基
本
に
立
ち
返
り
、

あ
ら
た
め
て
リ
ア
ル
展
示
会
が

再
評
価
さ
れ
る
中
、
２
０
２
４

年
も
国
内
外
で
多
く
の
展
示
会

の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
前
の
20
年
頃
は
、

出
展
者
側
の
企
業
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
流
行
や
出
展

に
関
わ
る
投
資
対
効
果
に
疑
問

を
持
ち
、
来
場
者
側
だ
っ
た
人

々
は
展
示
会
に
行
か
ず
と
も
Ｗ

Ｅ
Ｂ
で
簡
単
に
情
報
収
集
が
で

き
、
動
画
な
ど
コ
ン
テ
ン
ツ
の

質
も
上
が
っ
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
リ
ア
ル
展
示
会
の
評
価
は

下
が
り
気
味
だ
っ
た
。

来
場
は
減
っ
た
が
、
以
前
よ
り

も
目
的
を
持
ち
、
熱
意
が
あ
る

来
場
者
が
増
え
た
と
い
う
声
を

多
く
聞
く
よ
う
に
な
っ
た
。

　
ま
た
製
造
業
ト
レ
ン
ド
の
中

心
に
あ
る
ロ
ボ
ッ
ト
や
半
導
体

関
連
で
は
、
23
年
11
月
の
国
際

ロ
ボ
ッ
ト
展
が
14
万
８
０
０
０

人
、
12
月
の
セ
ミ
コ
ン
ジ
ャ
パ

ン
が
８
万
５
０
０
０
人
と
い
ず

れ
も
19
年
よ
り
も
来
場
者
数
を

伸
ば
し
て
い
る
。
展
示
会
を
取

り
巻
く
環
境
は
以
前
と
は
大
き

く
異
な
り
、
製
品
を
売
り
た
い

・
買
い
た
い
・
探
し
て
い
る
熱

心
な
人
が
集
ま
る
本
来
の
意
味

を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
。

　
24
年
も
、
１
月
の
Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｅ

Ｓ
に
は
じ
ま
り
、
４
月
の
も
の

づ
く
り
ワ
ー
ル
ド
名
古
屋
、
５

月
の
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ａ
フ
ェ
ア
、
６
月

の
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
Ａ
と
も
の
づ
く
り

ワ
ー
ル
ド
東
京
、
イ
ン
タ
ー
フ

ェ
ッ
ク
ス
、
７
月
の
ロ
ボ
ッ
ト

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ジ
ャ
パ
ン
、
テ

ク
ノ
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
、
８
月
の

国
際
物
流
展
、
10
月
の
も
の
づ

く
り
ワ
ー
ル
ド
大
阪
、
Ｃ
Ｅ
Ａ

Ｔ
Ｅ
Ｃ
、
名
古
屋
ネ
プ
コ
ン
と

年
間
を
通
じ
て
Ｆ
Ａ
関
連
の
展

リ
ア
ル
の
有
益
性
再
認
識

今
年
は
展
示
会
へ
行
こ
う

　
「
Ｉ
ｏ
Ｔ
」
や
「
つ
な
が

る
」
と
い
っ
た
現
在
の
製
造

業
Ｄ
Ｘ
や
ス
マ
ー
ト
フ
ァ
ク

ト
リ
ー
の
根
幹
を
な
す
技
術

が
、
新
た
な
時
代
を
切
り
開

く
新
し
い
も
の
づ
く
り
コ
ン

セ
プ
ト
で
あ
る
と
大
々
的
に

登
場
し
た
の
が
、
２
０
１
５

年
の
開
催
時
。
ち
ょ
う
ど
第

４
次
産
業
革
命
や
イ
ン
ダ
ス

ト
リ
ー
４
・
０
に
注
目
を
集

め
て
い
た
時
期
で
、
機
器
や

装
置
同
士
が
つ
な
が
っ
て
情

報
を
や
り
と
り
す
る
こ
と
で

よ
り
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
制
御
を

　
１
月
31
日
か
ら
３
日
間
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
２
年
に
１
度
の
計
測
・
制
御
技

術
、
さ
ら
に
は
ス
マ
ー
ト
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
構
築
や
製
造
業
Ｄ
Ｘ
に
向
け
た
要
素
技
術
の

専
門
展
示
会
「
Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
Ｓ
２
０
２
４
」
が
開
催
さ
れ
る
。
前
回
は
コ
ロ
ナ
禍
で
逆
風

の
中
で
の
開
催
と
な
っ
た
が
、
今
回
は
コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
、
Ｄ
Ｘ
、
脱
炭
素
や
人
手
不

足
な
ど
課
題
解
決
に
は
計
測
・
制
御
技
術
が
不
可
欠
で
あ
り
、
さ
ら
に
デ
ジ
タ
ル
で
進

化
し
た
計
測
・
制
御
技
術
を
見
た
い
と
い
う
声
が
高
ま
っ
て
い
る
中
で
の
待
望
の
開
催

と
な
る
。

出荷・輸出額とも増加傾向

「
Ｏ
Ｔ
と
Ｉ
Ｔ
の
融
合
」が
叫

ば
れ
た
の
は
こ
の
時
期
だ
。

　
19
年
は
コ
ロ
ナ
禍
が
は
じ

ま
る
直
前
の
開
催
で
、
「
日

本
の
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
Ｄ
Ｚ
Ｕ
Ｋ
Ｕ

Ｒ
Ｉ
が
世
界
を
加
速
」
の
コ

ン
セ
プ
ト
を
掲
げ
、
つ
な
ぐ

・
つ
な
げ
る
は
既
に
当
た
り

前
の
技
術
で
あ
り
、
こ
こ
で

は
Ａ
Ｉ
を
使
っ
て
制
御
に
知

能
を
付
与
し
、
よ
り
高
度
な

制
御
と
自
律
化
を
実
現
し
よ

う
と
い
う
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
技

術
が
紹
介
さ
れ
た
。

22
年
は
、
こ
れ
ま
で
の
蓄

積
で
第
４
次
産
業
革
命
、
イ

ン
ダ
ス
ト
リ
ー
４
・
０
、
Ｉ

ｏ
Ｔ
、
ス
マ
ー
ト
フ
ァ
ク
ト

リ
ー
等
の
要
素
技
術
と
実
現

に
向
け
た
手
法
が
あ
る
程
度

出
そ
ろ
い
、
そ
こ
に
５
G
や

Ａ
Ｉ
、
統
合
制
御
や
ソ
フ
ト

モ
ー
シ
ョ
ン
と
い
っ
た
新
た

な
技
術
ト
レ
ン
ド
が
加
わ

り
、
よ
り
具
体
的
で
実
践
的

な
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
即

し
た
製
品
・
技
術
が
展
開
さ

れ
た
。

　
そ
し
て
24
年
の
今
回
は

「
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
Ｄ
Ｚ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｒ

Ｉ
で
拓
く
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

な
未
来
」を
テ
ー
マ
と
し
、ス

マ
ー
ト
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
や
Ｉ

ｏ
Ｔ
の
技
術
を
使
っ
て
実
現

す
る
世
界
、
目
指
す
到
達
点

と
し
て
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
や
脱
炭
素
、
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
を
挙
げ
、
そ
こ
に
至
る

ま
で
の
道
、
有
効
な
技
術
や

製
品
、
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
が

数
多
く
展
開
さ
れ
る
。
ま
た

「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
」と「
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
」「
Ｄ
Ｘ
」と
い

う
三
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
即

し
た
展
示
や
セ
ミ
ナ
ー
が
数

多
く
予
定
さ
れ
て
い
る
。

示
会
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
11
月
に
は
Ｊ
Ｉ
Ｍ

Ｔ
Ｏ
Ｆ
、
12
月
に
は
も
の
づ
く

り
ワ
ー
ル
ド
が
九
州
で
初
開
催

と
な
る
な
ど
、
新
た
な
動
き
も

出
て
き
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
人
や
企

業
の
意
識
は
大
き
く
変
化
し
、

求
め
ら
れ
る
技
術
や
製
品
、
サ

ー
ビ
ス
も
変
わ
っ
た
。
そ
れ
に

と
も
な
っ
て
メ
ー
カ
ー
が
作
り

出
す
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
と
、
そ

こ
に
込
め
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

も
大
き
く
変
化
し
た
。

　
展
示
会
も
コ
ロ
ナ
禍
前
後
で

大
き
く
変
わ
り
、
新
た
な
刺
激

が
集
ま
る
場
所
に
生
ま
れ
変
わ

っ
た
。
24
年
は
様
子
見
だ
っ
た

23
年
以
上
に
数
多
く
の
展
示
会

が
全
国
・
世
界
で
予
定
さ
れ
て

い
る
。
生
ま
れ
変
わ
っ
た
企
業

と
展
示
会
を
楽
し
ん
で
み
て
は

い
か
が
だ
ろ
う
か
。

実
現
で
き
る
と
し
て
、
と
に

か
く
「
接
続
を
す
る
こ
と
」

や
「
横
の
つ
な
が
り
」
を
意

識
し
た
製
品
や
技
術
が
多
く

出
展
さ
れ
た
。

　
17
年
に
は
Ｉ
ｏ
Ｔ
が
進
化

し
、
信
号
や
情
報
の
や
り
と

り
は
フ
ィ
ー
ル
ド
層
、
エ
ッ

ジ
層
、
上
位
シ
ス
テ
ム
層
、

基
幹
シ
ス
テ
ム
と
複
数
の
レ

イ
ヤ
ー
に
ま
た
が
っ
て
行
う

こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
縦
横

の
つ
な
が
り
と
エ
ッ
ジ
層
に

注
目
が
集
ま
っ
た
。
Ｉ
Ｔ
だ

け
で
は
ス
マ
ー
ト
フ
ァ
ク
ト

リ
ー
は
実
現
で
き
ず
、
現
場

の
技
術
が
重
要
だ
と
し
て

　
し
か
し
コ
ロ
ナ
禍
で
展
示
会

や
情
報
収
集
の
完
全
オ
ン
ラ
イ

ン
化
を
経
験
し
た
後
、
多
く
の

人
と
企
業
が
、
実
物
の
製
品
を

見
て
、
触
れ
て
、
説
明
員
と
直

接
話
を
し
て
意
見
交
換
を
す
る

メ
リ
ッ
ト
・
有
益
性
を
再
認
識

し
、
展
示
会
の
評
価
が
ガ
ラ
リ

と
変
わ
っ
た
。

　
23
年
に
開
催
さ
れ
た
多
く
の

展
示
会
は
、
来
場
者
数
こ
そ
コ

ロ
ナ
禍
前
の
数
字
に
は
戻
っ
て

お
ら
ず
、
６
、
７
割
程
度
の
来

場
者
数
に
と
ど
ま
っ
て
い
る

が
、
一
方
で
出
展
者
か
ら
は
、

三
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
展
示

Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
Ｓ

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
1月31日から

前
年
の
３
８
９
兆
円
か
ら
６

・
７
%
増
加
。
「
付
加
価
値

額
」
は
81
兆
３
２
７
億
円

で
、
前
年
の
64
兆
円
か
ら
26

・
０
%
増
と
な
っ
て
い
る
。

2024年主なFA関連展示会（国内）
展示会名 会場

1月24日〜 ネプコンジャパン 東京ビッグサイト

オートモーティブ ワールド 東京ビッグサイト

Factory Innovation Week 東京ビッグサイト

スマート物流 EXPO 東京ビッグサイト

ロボデックス 東京ビッグサイト

31日〜 IIFES 2024 東京ビッグサイト

2月20日〜 スマートファクトリーJapan 東京ビッグサイト

28日〜 SMART ENERGY WEEK 春 東京ビッグサイト

3月13日〜 インターフェックス Week 大阪 インテックス大阪

フードテックWeek 大阪 インテックス大阪

4月10日〜 ものづくりワールド名古屋 ポートメッセなごや

関西物流展 インテックス大阪

12日〜 ジャンボびっくり見本市　大阪 インテックス大阪

17日〜 INTERMOLD / 金型展 インテックス大阪

Medtec Japan 東京ビッグサイト

19日〜 ジャンボびっくり見本市　東京 東京ビッグサイト

24日〜 OPIE（OPTICS & PHOTONICS） パシフィコ横浜

5月8日〜 高機能素材Week 関西展 インテックス大阪

関西Photonix　光・レーザー技術展 インテックス大阪

22日〜 人とくるまのテクノロジー展 パシフィコ横浜

29日〜 JECA FAIR 電設工業展 東京ビッグサイト

6月4日〜 FOOMA JAPAN 東京ビッグサイト

12日〜 電子機器トータルソリューション展 東京ビッグサイト

19日〜 ものづくりワールド東京 東京ビッグサイト

26日〜 東京ビッグサイト

7月4日〜 Aichi Sky Expo

インターフェックスWeek東京

ロボットテクノロジージャパン

17日〜 人とくるまのテクノロジー展
NAGOYA Aichi Sky Expo

24日〜 TECHNO-FRONTIER 東京ビッグサイト

メンテナンス・レジリエンス TOKYO 東京ビッグサイト

9月4日〜 ネプコンジャパン秋 ロボデックス秋 幕張メッセ

10日〜 国際物流総合展 東京ビッグサイト

11日〜 自動認識総合展 東京ビッグサイト

26日〜 フォームネクストフォーラム 東京 東京都立産業貿易セン
ター浜松町館

10月2日〜 ものづくりワールド大阪 インテックス大阪

SMART ENERGY WEEK 秋 幕張メッセ

15日〜 CEATEC 幕張メッセ

23日〜 名古屋ネプコンジャパン ポートメッセなごや

名古屋ロボテックス ポートメッセなごや

名古屋スマート物流EXPO ポートメッセなごや

29日〜 高機能素材Week 幕張メッセ

Photonix　光・レーザー技術展 幕張メッセ

30日〜 計測展OSAKA グランキューブ大阪

11月5日〜 JIMTOF 東京ビッグサイト

20日〜 SMART ENERGY WEEK 関西 インテックス大阪

フードテックWeek 東京 幕張メッセ

12月11日〜 SEMICON JAPAN 東京ビッグサイト

ものづくりワールド九州 マリンメッセ福岡
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億円（1.1％増）となり、以降はEVや6Gへの研究開
発投資によって2.0％の成長率で推移し、2027年度に
は1578億円と予測している。電力量計は641億円（3.2
％減）で、以降は6.6％の成長率で推移。放射線計測
器は224億円（13.0％増）となり、以降は2.1％の成長率
で推移する見通し。環境計測器は100億円（0.1％減）
で、以降はプラ

ス　1.2％からプラ
ス　1.9％で推移し、大気汚染計

測器、水質汚濁計測器ともに微増と見込んでいる。

業　界　市　況

　日本電機工業会（JEMA）は、2023年度上期の重電機
器の状況をまとめ、国内生産額は前年同期比7.8％減
の1兆6632億円となった。ボイラ・タービンなど発電
用原動機が大幅に落ち込んだ影響を受けたが、その他
の回転電機機械や開閉制御装置等は前年を上回った。
　製品種別では、モータなど回転電機機械は0.2％増
の5040億円と前年度を上回ったが、製造業向けの設備
投資のうち半導体や電子部品産業向けの需要が減少
し、サーボモータが5.9％減の549億円、交流電動機も
11.2％減の1719億円にとどまった。
　変圧器やサーボアンプ、インバー
ターなど静止電機機械器具は、9.3
％増の3319億円。変圧器は8.9％増
の1204億円。電力変換装置は11.2％
増の1730億円で、このうちサーボア
ンプは3.2％減の537億円となった。
またインバータは32.9％増の769億
円となり、部材不足の解消と生産回
復の効果が顕著に表れてきている。
　開閉制御装置・開閉機器は、3.1
％増の7129億円。密閉形ガス絶縁開
閉装置は6.8％増の324億円、監視制
御装置が6.8％増の909億円となり、
電力向け中心の製品は好調となっ
た。一方で製造業やFA向けとなる
低圧開閉器・制御機器は1％減の

2838億円でわずかな減少ながらほぼ前年並みをキー
プ。PLCは、5.1％増の691億円となった。
　下期の見通しについて、全体では前年を下回る見通
し。製造業やFA向けのサーボモータやサーボアンプ
などの産業用汎用機器は半導体と電子部品産業の需要
減少で停滞するが、一方で部材不足の解消と生産力強
化の成果が出てきており、受注残が進むと予想され
る。

　日本電気制御機器工業会（NECA）の出荷統計によ
ると、スイッチやリレー、PLCなど電気制御機器の
2023年度（2023年4月－2024年3月）の10月までの出荷
総額は、前年度比8.2％減の4218億2600万円。国内が
2605億円（1.7％増）、輸出が1613億2600万円（20.6
％減）で推移している。
　品目別では、制御用専用機器が802億2500万円（3.3
％増）を除き、他の品目で前年比マイナス。PLC・
FAが1621億8900万円（2.0％減）、制御用リレーが

969億5500万円（13.8％減）、検出用スイッチが608億
400万円（19.0％減）、検出用スイッチが216億5400万
円（24.6％減）となっている。
　仕向け地別では、国内は2605億円（1.7％増）で前年
を上回ったが、輸出は輸出が1613億2600万円（20.6％
減）で苦戦。APACは1003億100万円（22％減）、ヨー
ロッパは352億2600万円（13.4％減）、北米は254億6400
万円（24.7％減）と大きく減少。中でも中国は40.6％減
の300億8100万円と非常に厳しい市況となっている。

　JEMIMA（日本電気計測器工業会）は、2023～
2027年度の電気計測器の中期見通しを公表した。電気
計測器の売上高は、2023年度は前年度比2.4％減の
6983億円となり、以降は年平均成長率1.0％で推移
し、2027年度には7279億円になると予測した。
　製品群別の売上高では、2023年度のPA計測制御機
器は2859億円（5.8％減）となり、以降はマイ

ナス0.2～マイ
ナス

0.7％の成長率で推移する見通し。電気測定器は1456

　電子情報技術産業協会（JEITA）は、2020年と2021
年のセンサのグローバル出荷実績をまとめた。2021年
のセンサ・グローバル出荷数量は350億個を超え、金
額も2兆円近くまで拡大している。
　2021年の国内外73社のセンサ・グローバル出荷数量
は前年比11％増の352億6815万6000個、金額は5％増の
1兆9291億8100万円。コロナ禍による経済低迷の回復
と、感染拡大に伴う巣ごもり需要、テレワークの増
加、無人化・省人化への投資拡大によってセンサ需要
が高まったことで好調に推移した。
　種類別では、数量は温度センサが最も多く、241億
2978万3000個（9％増）。光度センサ48億6243万7000
個（22％増）、磁界センサ47億828万2000個（11％
増）、慣性力センサ7億6155万5000個（8％増）、位置
センサ4億188万4000個（17％増）と続いた。
　金額では光度センサが最も大きく、1兆3590億4200
万円（2％増）。圧力センサ1386億2500万円（14％
増）、温度センサ1206億4500万円（18％増）、磁界セ
ンサ936億5500万円（9％増）、位置センサ885億9600
万円と続いた。
　MEMSセンサ・モジュールは、全体数量は12億
9364万8000個、金額は1638億9000万円（11％増）とな
った。
　需要部門別では、通信機器・スマートフォン用が数
量・金額ともに最大で、個数は92億5174万4000個（7
％増）、金額は1兆377億3800万円（6％減）となり金
額が減少した。伸び率では産業用が個数・金額ともに
大きく、29％増の14億7411万1200個、19％増の2389億
200万円となった。

　仕向け地別では、全体のうち中国が数量で54％・金
額で34％と圧倒し、数量ではAPACが23％、日本向け
が14％と続いた。金額では2番目が日本向けの20％、
APACの14％となっている。
　センサ形状別では、数量ではセンサデバイス（単体
センサ）が全体の96％を占め、センサモジュール・ユ
ニットは4％にとどまり、金額ではセンサデバイス
（単体センサ）が全体の73％を占め、センサモジュー
ル・ユニットが25％、センシングシステム・センサ装
置が2％となった。

JEMA 2023年度上期 重電機器市況

7.8％減1兆6632億円 回転機械、開閉制御装置は堅調

NECA出荷統計 2023年度電気制御機器出荷額推移

4−10月4218億円 前年度比8.2％減

JEMIMA 2023〜2027年度 電気計測器中期見通し

23年度売上高6983億円 27年まで年平均成長率1％持続

JEITA センサ・グローバル出荷実績

21年出荷352億個、1兆9291億円 前年比5％増

【重電機器】国内生産額推移－半期別

センサ・グローバル出荷実績推移

個数 金額
2009年 100億8043万個 7901億0800万円
2010年 116億8502万個 8585億2500万円
2011年 127億8439万個 8838億7100万円
2012年 209億2689万個 9791億8800万円
2013年 227億8269万個 1兆1239億4400万円
2014年 251億0386万個 1兆3172億8100万円
2015年 271億2954万個 1兆8490億3800万円
2016年 249億7880万個 1兆7524億8400万円
2017年 275億0452万個 1兆8790億0200万円
2018年 273億2635万個 1兆8885億8300万円
2019年 279億6283万個 1兆8658億8200万円
2020年 318億2626万個 1兆8440億0900万円
2021年 352億6815万個 1兆9291億8100万円

JEITA センサ・グローバル状況調査をもとに作成

大品目別出荷総額の推移

電機計測器（製品群別）の売上推移

重負荷用電磁接触器

高頻度開閉能力を持った
クラッパー形電磁接触器
AC200～550V 80～600A
DC100～220V 80～600A
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　スマートファクトリーを支える重要インフラとして
注目を集める産業用ネットワーク。デジタル化を背景
にフィールドバスからEthernet化が進み、さらにワ
イヤレスも導入されはじめ、新たな普及・拡大期に入
りつつある。
■ PROFINET、EtherCATともに累計ノード数6000万
台に迫る

　日本プロフィバス協会によると、2 0 2 2年の
PROFINETのノード数は前年比23.5％増の1050万台
増加し、累積設置ノード数は5870万台に達した。
　2014－15年頃に1000万台を超えてから成長速度は加
速し、2017年末が2090万台、2018年末が510万台増の
2600万台、2019年末が640万台増の3240万台、2020年
末で730万台増の3970万台、2021年末で850万台増の
4820万台、2022年末についに単年で1000万台増加を果
たして5870万台となった。
　フィールドバスのPROFIBUSは、2022年の増加数
は80万台にとどまったが、それでも累積ノード数は
6740万台とPROFINETよりも大きくなっており、う
ち1540万台がプロセスオートメーション分野のプラン
トで設置されている。
　IO－Linkは、2022年は33％増の840万台の増加を記
録した。累計設置ノードは3570万台となり、急速に普
及が進んでいる。
　E t h e r CATを管轄するETG（E t h e r CAT 
Technology Group）によると、2003年にEtherCAT
を公開してから20年間で、設置されたEtherCATの累
計ノード数は5910万台（モジュール型I/Oデバイスを
除く）。特に近年は速いペースで増加しており、2022
年だけで1840万台が増加した。
　2014年に500万台を突破してから、2015年に600万
台、2016年に840万台、2017年に1280万台、2018年に
1700万台、2019年に2050万台と指数関数的に拡大して
きて、2020年には660万台増の2710万台、2021年には
1360万台増の4070万台、ついに2022年には1840万台増
の5910万台となった。地域的には特に中国で急速に発
展し、北米でも継続的な成長を続け、ヨーロッパでも
長期的に順調に推移している。
■HMS調べ産業ネットワークシェア動向
　産業用通信・ネットワーク向け半導体チップや機器
などを展開するHMSインダストリアルネットワーク
スは毎年、FA分野で新規設置されたノードが、どの
産業用ネットワークでつながれているかを調査し「産
業用ネットワーク市場シェア動向」としてまとめ、そ
の最新版となる2023年版を公開している。
　23年の新規ノードにおける産業用ネットワークの市
場シェアは、産業用Ethernetが66％から68％と1㌽増
加させ、フィールドバスは27％から24％と3㌽の減
少、ワイヤレスは7％から8％と成長した。産業用ネッ
トワーク市場は、工場におけるネットワーク接続の重
要性の認識の高まりに合わせて拡大は続く見通しで、
7％の成長を予測している。

　産業用Ethernetは10％の高成長率によって年々市
場シェアを高め、新規設置ノードの68％を占めてい
る。ネットワーク種別では、PROF I N ETと
EtherNet/IPの直接対決は続いており、それぞれ18％
のシェアで拮抗している。EtherCATは年々力強い成
長を続け、12％の市場シェアで3位につけている。
　フィールドバスは、22年は4％の成長となったが、
23年は再び減少に転じて24％。ネットワーク種別では
PROFIBUSがシェア6％でトップ、Modbus－RTUが
僅差の5％、CC－Linkが3％と続いている。新規ノー
ドでのフィールドバスは減少しているが、今後も機能
性が高く、実績のあるフィールドバスは一定度のシェ
アを獲得するとみられている。
　ワイヤレスは急成長しており、産業用ネットワーク
ソリューションが数多く販売され、導入も進んでい
る。その成長率は22％以上とみられている。
　地域ごとの特色では、欧州や中東ではEtherNet/
IP、PROFINET、EtherCATが市場をリードし、こ
れにPROFIBUSとModbus－TCPが続いている。米
国ではEtherNet/IPが優勢ながら、EtherCATが成長
して市場シェアを獲得しつつある。アジア市場は細分
化されていて、全体としてはPROFINETが市場をリ
ードし、EtherNet/IPと強力な競合であるCC－Link/
CC－Link IE Field、EtherCAT、PROFIBUS、
Modbus（RTU/TCP）が続いている。

　日本食品機械工業会がまとめた「食品機械統計資
料」によると、2022年食品機械の販売額は5900億5000
万円（前年比3.0％増）となった。
　機種別では、精米麦機械が159億8100万円（10.2％
増）、製粉機械が122億6200万円（2.5％増）、製麺機
械が113億7600万円（5.5％増）、製パン製菓機械が

1365億700万円（5.2％増）、醸造用機械が158億7900
万円（3.9％減）、乳製品加工機械が668億600万円
（2.0％減）、飲料加工機械が248億9100万円（1.0％
増）、肉類加工機械が308億1400万円（1.0％減）、水
産加工機械が178億8100万円（2.0％増）、その他食品
機械が2576億5300万円（3.8％増）となった。

　輸出額は494億8600万円（15.3％増）。輸出比率は
8.3％。増加率の高い順で、アフリカ600万円（62.5％
増）、中近東900万円（87.1％増）、アジア89億5500
万円（51.4％増）、ロシア・東欧3億2800万円（44.5
％増）、西欧234億5800万円（20.2％増）、北米40億
6700万円（15.2％増）。逆に減少した地域は、太平洋
1900万円（96.7％減）、中南米5000万円（55.4％
減）。
　直近の2023年1－4月では、生産額は233億7300万円
（6.4％増）、販売額は265億3500万円（2.2％減）。
輸出額は115億800万円（18.9％減）となっている。

産業用ネットワーク市場動向

産業用Ethernet高成長率続く
PROFINET、EtherNet/IPが18％で拮抗 EtherCATも急拡大

産業用ネットワーク市場シェア動向2023（HMS Networks 統計）

JARA 2023年1−9月ロボット受注・生産・出荷統計（会員ベース）

出荷額6169億円 前年比7.4％減
　日本ロボット工業会（JARA）が
発表している「ロボット受注・生産
・出荷統計（会員ベース）」による
と、2023年1－9月の受注額は5658億
7700万円（前年比23.0％減）、生産
額は6065億1200万円（8.3％減）、
総出荷額6169億3500万円（7.4％
減）で推移している。
　出荷額のうち、国内向けは1433億
7300万円（0.2％増）、輸出は4735
億6300万円（9.5％減）。輸出比率
は76％となっている。仕向け地別で
は、唯一、欧州だけが前年を上回
り、828億400万円（6.1％増）。ア
ジアは2861億1100万円（13.5％
減）、北米は993億7600万円（8.1％
減）。中国は1925億8400万円（15.2
％減）と大幅減となっている。

受注・生産・出荷額推移

　日本工作機械工業会がまとめてい
る「受注統計」によると、2023年1
月ー10月の工作機械の受注額は1兆
2435億3200万円（前年比16.3％
減）、生産台数は4万6268台、生産
額は9068億8500万円（0.2％増）。
内需は4058億7400万円（21.2％
減）、輸出額は6248億4600万円
（1.2％増）となった。
　内需は一般機械（15.4％減）、自
動車（29.2％減）、電機・精密機械
（33.1％減）と主要産業での需要が
停滞。外需は、欧州が唯一前年を上
回る1938億1800万円（1.7％増）
で、それ以外のアジアは3550億4100
万円（24.1％減）、北米は2660億
1700万円（8.4％減）。中国は2278
億5300万円（28.3％減）と低迷した。

日本工作機械工業会 2023年1−10月受注統計

受注額1兆2435億円 前年比16％減

日本食品機械工業会 食品機械統計資料

22年販売額5900億円 前年比3％増

　日本産業機械工業会がまとめている「産業機械受注
状況」によると、2023年4月－9月の上半期の産業機械受
注総額は、前年同期比5.7％増の2兆7685億円となった。
　内需は1兆9663億円（14.4％増）と堅調。うち製造
業は、鉄鋼、非鉄金属、電気機械、情報通信機械の減

少によって6788億円（8.4％減）。非製造業は、電力
の増加で6722億円（56.7％増）と大幅に増加し、民需
合計で1兆3511億円（15.4％増）と好調だった。官公
需は4263億円（15.6％増）、代理店は1888億円（4.9
％増）となった。

　特に内需で増加したのは、ボイラ・原動機（61.3％
増）、鉱山機械（5.0％増）、化学機械（冷凍含む）
（20.0％増）、タンク（44.6％増）、ポンプ（5.7％
増）、圧縮機（0.9％増）、送風機（18.7％増）な
ど。プラスチック加工機械（18.1％減）、運搬機械
（13.0％減）、変速機（13.1％減）、金属加工機械
（13.5％減）、その他機械（18.6％減）は減少した。
　外需は8021億円（10.8％減）。アジア、中東、ヨー
ロッパ、北アメリカ、南アメリカ、アフリカ、オセア
ニアが減少した。

日本産業機械工業会 産業機械受注状況

23年上半期受注額2兆7685億円 前年比5.7％増 内需好調

工作機械 受注・販売・生産額推移（単位：億円）

業　界　市　況
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　富士経済は、メカトロニクスパーツ（FA・PA・設
備構成部材）36品目についての市場調査を行い、2023
年は需要の落ち込みが一時的にみられるものの2兆
5577億円（前年比0.9％減）となり、2024年以降に回
復し、2026年には2兆9981億円まで成長すると予測し
ている。
　2022年の市況は、半導体や電子部品関連の好調、部
材不足に対応するためユーザーが先行発注を増やした
ことにより、市場は前年から大きく伸びた。特に、部
材不足の影響が大きく長納期化が目立ったプログラマ
ブルコントローラや表示器などのコントローラ、サー
ボドライバ、インバータなどのドライブ制御機器の供
給が正常化しつつあり、受注残が急速に解消した。
　2023年は、中国やアジアの景気後退、エレクトロニ
クス関連の設備投資サイクルが一巡したことにより、
市場は低調。受注残は解消に向かっているものの、前
年までの先行発注の反動によって販売店やエンドユー
ザーが余剰在庫を抱えているため、新規受注が減少
し、前年比0.9％減の2兆5577億円となった。しかしな
がら中期的には半導体関連で大型の設備投資が計画さ
れているほか、在庫消化による受注回復、EVシフト
やカーボンニュートラル対応を背景とした生産設備の
見直しなども後押しし、堅調な市場拡大が期待され、
2026年には2兆9981億円まで成長する見通し。
■コントローラ領域はPLCが牽引役に
　コントローラ領域は、PLCの規模が大きく市場を
けん引。2023年は一部の品目で前年の反動減があり、
5763億円（2.5％減）。一時的に市場は縮小するが、
2024年以降は堅調な拡大が予想され、2026年には6918
億円（17.0％増）となる見通し。特に今後の伸びが大
きいのはPCベースコントローラで、規模は小さいも
のの大きく伸びるとみている。
　中でもPLCについては、設備投資の活発化と生産
現場の自動化・省人化・DXニーズの高まりにより、
半導体関連やEV向けを含むリチウムイオン電池関連
の設備などを中心に需要が増加し、近年は市場拡大が
続いている。2023年は世界的に製造業の設備投資が低
調で新規受注が減少しているため、前年までの受注残
の消化が中心となり市場は一時的に停滞し、2985億円
（1.9％増）の見込み。2024年以降は設備投資が回復
し、半導体関連の設備投資回復や、EVシフトの加速

を背景としたリチウムイオン電池関連や、ECの利用
拡大に対応した物流・搬送関連などの設備投資に伴う
需要増加が期待され、2026年には3540億円（20.8％
増）まで拡大すると見通している。
■サーボモータはバッテリやEV関連が需要をけん引
　ドライブ領域は、2023年は新規受注の減少などから
多くの品目が縮小し9247億円（1.2％減）。2024年以
降は回復に向かう見通しで、2026年には1兆754億円
（14.9％増）と予測。汎用インバータは好調が続き。
2024年は在庫調整の影響で縮小し、2025年以降に堅調
な伸びが予想される。
　ACサーボモータの日本市場＋日本メーカーの海外
販売は、2023年は納期は受注残を含め平常に戻ってい
るが、中国の低迷の影響が大きく、市場は2442億円
（9.6％減）と予測。しかし、二次電池製造装置や車
載関連、EV関連製造装置向けなどは好調であり、
2024年以降はそれらの伸びがけん引することにより、
市場は拡大し、2026年には2929億円（8.5％増）と予
測している。
■ センサ、受配電・接続機器、PA機器も24年以降に
回復へ
　センサ領域も、2023年は2877億円（0.9％減）で縮
小するとみられるが、固定式コードリーダや産業用圧
力センサなどは引き続き伸長が予想される。　2024年
以降は多くの品目が前年の落ち込みから伸長に向か
い、ロータリーエンコーダやファイバーセンサ、レー
ザー変位センサなどは高い伸びが期待され、2026年に
は3408億円（17.4％増）となる見通し。
　受配電・接続機器領域は、2023年は規模の大きい産
業用配線用遮断器やスイッチング電源の需要減少が大
きく、市場は2479億円（5.7％減）となった。2024年
以降は、半導体市場の回復などに伴って各品目の需要
が増加し、2026年には3036億円（15.5％増）と予想し
ている。
　PA機器領域は、2023年は5207億円（3.9％増）の予
想。DCSが50％以上を占め、今後も堅調な伸びが予
想される。差圧・圧力伝送器などの堅調な需要もあ
り、市場は拡大が続くとみられ、2026年には5866億円
（17.1％増）に達するとしている。
　調査は、注目のメカトロニクスパーツとしてコント
ローラ領域6品目（プログラマブルコントローラ・産
業用コンピューター・CNC装置・プログラマブル表
示器・PCベースコントローラ・モーションコントロ
ーラ）、ドライブ領域8品目（ACサーボモータ/ドラ
イバ・産業用ステッピングモータ・産業用ギアードモ
ータ・リニアサーボモータ・汎用インバータ・産業用
PMモータ・ダイレクトドライブモータ・三相インダ
クションモータ）、センサ領域9品目（固定式コード
リーダ・レーザー変位センサ・ロータリーエンコーダ
・光電センサ・近接センサ・産業用振動センサ・ファ
イバーセンサ・リニアエンコーダ・産業用圧力セン
サ）、受配電・接続機器領域7品目（産業用配線用遮
断器・端子台・スイッチング電源・産業用気中遮断器
・産業用スイッチングハブ・コンタクタ・FA用無線
システム）、PA機器領域6品目（DCS・記録計・流
量計・温度調節計・電力調整器・差圧・圧力伝送器）
の市場を調査・分析し、将来を予想したもの。

　矢野経済研究所は、国内の工場デジタル化市場を調
査し、2022年度の工場のデジタル化市場規模は1兆
7040億円とし、2023年度は前年度比3.4％増の1兆7620
億円に達すると予測。さらに2024年度以降も成長し、
2027年度には1兆9820億円まで拡大すると見通してい
る。
　調査によると、国内の工場では、生産設備・機器の
保全やライン稼働監視などでデータ収集とそこからの
異常検知・故障監視、稼働監視/遠隔モニタリング、
設備保全の高度化、省エネ用途/エネルギー使用量の
見える化といった次世代型のメンテナンス導入が始ま
っている。外観検査など検品や品質保証、高度な自動
化/生産最適化、現場作業者の業務支援/研修・トレー

ニングといった部分でもIoT活用が広がり、設備保全
やメンテナンスなどで進んでいる。
　特に注目なのがCPS・デジタルツインの実現。現
状は製造ラインにセンサやカメラを設置してデータ収
集が行われており、そのデータを蓄積していくことで
少しずつCPS・デジタルツインに近づき、それが実
現するとデータに基づいたシミュレーションが可能に
なる。これにより故障や変化の予兆の補足や異常原因
の高度分析と対処方法のフィードバックなどができる
ようになり、従来のメンテナンスサービスとは異なる
サービスが可能になる。製品開発においても開発期間
の短縮や機能改善などにつながり競争力の向上が期待
できるとしている。

　電池工業会が公表している直近6年の
電池総生産によると、2022年の電池の総
生産個数は40 . 7億個（前年比5.6％
減）、総生産額は1兆1719億円（15.7％
増）となった。
　全生産個数40.7億個のうち、61％の
24.8億個が一次電池、39％の15.8億個が
二次電池となり、一方で総生産額のうち
94％が二次電池（1兆1015億円）となっ
ている。

■注目メカトロニクスパーツ（FA・PA設備の構成部材）36品目の市場
※日本市場+日系メーカー海外販売

2023年見込 2022年比 2026年予測 2022年比
コントローラ領域 5,768億円 97.50% 6918億円 117.00%
ドライブ領域 9,247億円 98.80% 1兆754億円 114.90%
センサー領域 2,877億円 99.10% 3,408億円 117.40%
受配電・接続機器領域 2,479億円 94.30% 3,036億円 115.50%
PA機器領域 5,207億円 103.90% 5,866億円 117.10%
合計 2兆5,577億円 99.10% 2兆9,981億円 116.10%

富士経済 メカトロニクスパーツ（FA・PA・設備構成部材）調査

23年「受注残消化」中心2兆5577億円 26年に2兆9981億円

矢野経済研究所 工場デジタル化市場に関する調査

1兆7620億円 前年度比3.4％増 設備保全で導入進む

電池工業会 電池総生産 2022年

総生産数40.7億個、1兆1719億円

業　界　市　況

国内の工場デジタル化市場予測

　日本鍛圧機械工業会がまとめてい
る会員受注統計によると、鍛圧機械
の2023年1－11月の受注台数は5583
台、受注金額は3419億6300万円（前
年比0.8％増）で推移している。
　プレス機械は2280台・1458億700
万円（3.8％増）で、国内は12.2％
で堅調な伸び。輸出は4.0％減とな
った。板金系機械は3303台・1142億
4400万円（3.9％減）で、国内は2.5
％減、輸出も6.4％減と苦戦。サー
ビスは819億1200万円（2.3％増）と
なった。

日本鍛圧機械工業会 鍛圧機械受注額推移

23年1−11月受注3419億円 前年比0.8％増
鍛圧機械 受注金額 推移

電池総生産推移

生産個数 生産額
2017年 41.4億個 8141億円
2018年 41.6億個 8441億円
2019年 38,8億個 8251億円
2020年 34.8億個 8297億円
2021年 43.1億個 1兆126億円
2022年 40.7億円 1兆1719億円
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